
① 施策コード 1･3･2

総合戦略 行政経営 過疎

③ 目　標

⑥ 目標指標

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

3,394 3,000 3,000 3,000 3,000

3,000 3,770

3,072 3,300 3,300 3,500 3,500

3,881

⑦

⑧ （参考） 構成事務事業の評価結果

事務事業数 事業

●成果　A 2事業

B 2事業 平均点

C 事業 1.5

未実施 事業

⑨ 非対象

●コスト　A 2事業

B 2事業 平均点

C 事業 1.5

⑩ 非対象 事業

●進捗率　A 1事業

B 3事業 平均点

C 事業 1.3

未実施 事業

1.4         

⑪

構成事務事業の
事業費の合計

27年度 28年度 31年度（計画）

7,331

施策の進行管理
（構成事務事業の評価結
果をもとにした施策の進

捗状況の判定）

◎
　【◎】おおむね順調
　【○】いっそうの推進が必要
　【△】抜本的に見直しや改善が必要

今後の取組

29年度（計画） 30年度（計画）

5,742 5,865

(50.0%)

(50.0%)

(0.0%)

現状と課題

◆　本町では、「生涯学習は人づくり」を基本に行政が行う事業のほか、各地区の住民自治
組織が主体となり様々な生涯学習活動が展開されています。
◆　近年、人々の価値観の多様化や情報化の進展などによって、町民の学習意欲や知的好
奇心が強まっていることから、人々が、自主的に学び、潤いと生きがいのある生活を送ること
ができるよう、ニーズにあった生涯学習を展開していく必要があります。
◆　女性が職場や家庭・地域等の様々な分野において、個性と能力を十分に発揮し、輝くこ
とができる社会づくりを一層進める必要があります。

② 施策名
いきいき学べる生涯学習環境の

充実

評価担当課 生涯学習課

構成事務事業の事業費合計(単位:千円)

(0.0%)

【説明欄】

　住民自治組織と連携し、各地区における生涯学習活動をさらに進める。町民の要望に合った自主的な学習活動がさらに展開で
きるよう、出前講座の活用と周知を図る。
　今後の町の読書環境のあり方について２カ年で検討するため、読書環境検討委員会を開催し、意見・提言等を取りまとめる。

委員会評価
見直しの
うえ継続

【委員会意見欄】

　引き続き住民自治組織と連携して各地区における生涯学習活動をさらに進め、町民の要望に合った自主的な学習活動がさらに
展開できるよう、出前講座の活用と周知を図ること。
　今後の町の読書環境のあり方については、読書環境検討委員会を開催し、重ねて検討し意見・提言等を取りまとめていくこと。

今後の取組
住民自治組織と連携し、各地区における生涯学習活動をさらに進める。町民の要望に合っ
た自主的な学習活動がさらに展開できるよう、出前講座の活用と周知を図る。
　今後の町の読書環境のあり方について意見・提言等を取りまとめ、２カ年で検討する。

(25.0%)

(75.0%)

(0.0%)

(0.0%)

※平均点は「Ａ」２点、「Ｂ」１点、「Ｃ」０点として算出

次年度以降の方針
（主担当課）

見直しの
うえ継続

平成28年度分施　策　評　価　表

１年間の
主な取組
と成果

　住民自治組織が行う生涯学習活動に対し支援し、各地区において様々な生涯学習活動が
展開された。町民の自主的な生涯学習活動に対し、出前講座を中心に支援し、生涯学習活
動を推進した。
　金山図書館及び丸森まちづくりセンター図書室を中心に、図書情報の提供や読み聞かせ
などの活動を実施し、読書活動を推進した。また、読書環境検討委員会を立ち上げ、今後の
読書環境のあり方について検討を行った。

4

(50.0%)

(50.0%)

(0.0%)

(0.0%)

7,331

出前講座参加者数 人

図書貸出冊数 冊

1年間の取組の総括

指標名 単位 基準値
目標値（上段）・実績値（下段）

施
策
の
内
容

7,681

　町民の誰もが生涯を通じて、いつでも、どこでも学ぶことがで
き、その成果を活かすことができる学習環境を整備するととも
に、学校・家庭・地域が協働で生涯学習を推進する体制を整
備します。また、幼少期から本にふれる機会を提供し、読書活
動を推進します。

生涯学習の機会や関連情報の提供に満足している町民の割合

④
⑤


